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主  論  文 
Epidemiological survey of first-episode psychosis in Nagasaki, Japan: Is the 









緒   言 
 1979 年に，世界保健機関と長崎大学を含む世界各地の研究機関において，統
合失調症の新規発生率の調査研究(A study on the Determinants of Outcome of 
Severe Mental Disorders study; DOSMeD study)が行われ，長崎市において 15～
54 歳の統合失調症の年間新規発生率が示された。その後，我が国では大規模な




調査期間は 2011 年 8 月 1 日から 2012 年 7 月 31 日である。対象者は長崎市
に在住，初診時において 65 歳までの first-episode psychosis(FEP)症例である。
国籍や出生地等に制限は設定していない。長崎市とその近郊の精神科医療機関
の初診患者を対象集団とした。長崎市内とその近郊の精神科病院(22 施設)と精
神科診療所(28 施設)，長崎市保健所，長崎県精神保健福祉センターの合計 52 施
設を調査対象施設として case finding network を形成した。調査員が平日の毎
日，対象施設に初診患者について電話調査を行い，FEP が疑われる患者を対象
に，その患者と家族の同意を得て，筆頭著者が心理面接を行った。FEP の採択
基準として The Comprehensive Assessment of At Risk Mental States を用い，
閾値下精神病 (統合失調症の前駆状態等)を除外した。また，Positive and 








結   果 
電話調査で得られた情報の総数は 131 例で，その内，面接実施 29 例，対象外
102 例であった。面接実施 29 例の内，対象者となる FEP は 25 例であった。対
象者の男女比は 8:17，平均年齢は 38.8 歳であった。診断の内訳は，統合失調症
20 例，妄想性障害 2 例，統合失調感情障害 1 例，妄想を伴ううつ病 1 例，物質
使用障害 1 例であった。未治療期間は中央値 60 日であった。長崎市人口(2011
年)を 441,706 人(0～64 歳は 330,705 人)において，FEP の発症率(/万人/年)は
0.76 (95%CI: 0.45-1.06)，統合失調症の発症率は 0.60 (95%CI: 0.33-0.88) であ
った。DOSMeD と同じ対象年齢(2011 年の 15～54 歳: 200472 人)に調整して推
計した結果，FEP 症例数は 20 例(うち統合失調症 16 例)で，FEP の発症率は
1.00(95％CI: 0.54–1.46)，統合失調症の発症率は 0.80 (95%CI: 0.38-1.21) であ
った。  
考   察 
 DOSMeD において，「広義の統合失調症」の新規発生率は 2.02，「狭義の統合
失調症」の新規発生率は 1.01 であった。本研究での FEP と「広義の統合失調
症」は同義ではないが，比較すると新規発生率は有意に低下していた。DOSMeD
では，1979 年当時の診断基準として ICD-9 が使用された。そのため，当時の統
合失調症の採択基準は本研究よりも広く，統合失調症の過剰診断が生じた可能
性が否定できない。例えば ICD-9 の統合失調症の診断基準では，特に神経発達




 一方で，「狭義の統合失調症」は FEP に極めて近似する概念である。DOSMeD
における狭義の統合失調症の発生率 1.01 と本研究の 15～54 歳での統合失調症
の発生率 0.80 (95%CI: 0.38-1.21)とを比較すると，両者に有意差を認めなかっ
た。本研究において我々は，大規模疫学調査により長崎市における統合失調症
の年間新規発生率は約 30 年前と比較し有意に変化していないことを示した。 
 
